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地域状況や医療制度改正等に適切な対応を図っていくため、配置基準等に
応じた医師および医療技術者の充足数の確保とともに、その他必要とされる
医療体制確保に向け、適切な人的配置や計画的な物的整備を推進します。

また、２次医療を担う広域紋別病院をはじめ、近隣病院や診療所との医療
連携を進めるとともに、国保直診病院として地域包括ケアの推進を図ります。

地域医療の確立

交通体系の整備
交通体系をとりまく環境の変化

道路網については、国道 238 号沢木地区の改良や道道美深雄武線の改良などが進められるとともに、
町の事業としては、橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋梁修繕、道路施設等の点検結果に基づいた舗装修繕
などを実施してきました。また、除雪も適時実施しています。自動車交通の発展は、町の産業や生活水準
の向上に欠かせないことから、今後も、国・道と連携しながら、計画的な整備と保全を進めるとともに、
除雪や凍結路面などの冬道対策を引き続き推進していく必要があります。

公共交通については、既存のバス路線の維持・確保が求められるほか、ＪＲ５社の格差拡大、ＪＲ北海
道の経営危機といった時代状況の中で、国鉄廃止代替バスのあり方も新たな視点での検討が必要になって
きており、地域公共交通総合連携の取り組みを検討していくことが期待されます。

空路は、搭乗率低下のため、平成 23 年 10 月から冬季に新千歳線振替となっていた羽田直行便が平成
26 年２月から再開されており、関係市町村、国・道、航空会社、旅行会社等が連携しながら、地域住民
や観光客の利用促進に努め、引き続き維持確保を図っていくことが求められます。

単位施策の紹介

道路環境の向上
国道・道道については、都市間アクセスの向上を図る

ため、国道 238 号の防雪対策の推進、道道の拡幅事業
の未整備区間の早期着手とともに、予防保全型の維持管
理を促進していきます。

町道については、生活環境の改善や産業の振興に結び
つく路線の整備を進めるとともに、橋梁を中心に、長寿
命化のための修繕を順次進め、予防保全型の維持管理の
もと、ライフサイクルコストの削減に努めます。

除雪や路面凍結対策、堆雪対策、吹雪対策など、冬の
安全対策を引き続き進めるとともに、沿道景観づくりな
ど、人と環境にやさしい道づくりに努めます。

計画書の全体は町ホームページで公開しています。
なお、希望される方には、基本構想と前期基本計画の冊子を郵送します。

問財務企画課企画調整係

基本施策の体系
《基本施策》
交通体系の整備 (1) 道路環境の向上

(2) 公共交通の維持・確保

《単位施策》

28 年度実績 → 34年度目標
【町道延長】

271.0km 271.7km

【町道改良率】

80.6％ 80.8％

【町道舗装率】

60.1％ 60.4％

【除雪の満足度】

39.3％ 50％

【民間バスの路線数】

2路線 2路線

【雄武町オホーツク紋別空港の羽田直行便
運行期間および年間搭乗者数】

72,225 人
（年間）

78,000 人
（年間）

第6期 雄 武 町 総 合 計 画
◉第6期雄武町総合計画の施策ごとの計画内容についてシリーズで紹介します

～郷土愛で築く～「おうむ」次世代躍進プラン

5 月号では、第 6 期雄武町総合計画の概要を、6 月号からは施策ごとの計画内容を全 10 回のシリーズ
で紹介しています。今号は第 6 回目で「基本施策⑥保健・医療の充実」と「基本施策⑭交通体系の整備」
について紹介していきます。

保健・医療の充実

健康でありたいとの思いは、すべての町民の願いです。町ではそれをサポートする各種事業に取り組ん
でいます。

運動不足や偏った食生活、ストレスなどにより代謝機能や免疫システムが乱れ、高血圧や糖尿病、脂質
異常などの循環器疾患、ガンなどを引き起こします。町民の皆さんがこのしくみを理解し、健康的な生活
を継続実践できるよう、支援していくことが重要です。

母と子の健全な発達・発育のために、出産・育児期の親子の疾病予防・健康増進の取り組みや、相談事
業などにより育児不安の解消を図っていくことが重要です。

ストレスや心の病気などで悩む町民を地域で支え、社会に復帰し、活躍できるまちづくりを進めていく
ことが必要です。

地域医療については、医療過疎地でのセーフティネットを確保し、町民の安心生活を保障するため、将
来を見通した病院機能の方向性を確立しながら、雄武町国民健康保険病院と広域紋別病院の安定経営に努
める必要があります。

保健・医療をとりまく環境の変化

生活習慣病患者やその予備群の減少にむけ、一次予防
に重点を置き、保健指導や栄養指導を効果的に行うとと
もに、特定健診や各種ガン検診などの保健事業により、
20 代からの病気の早期発見、早期治療、重症化の予防
を促進します。

単位施策の紹介

疾病の予防と健康の増進

28 年度実績 → 34年度目標
【40～ 74歳の内臓脂肪症候群の該当者・

予備群の率】
21.5％ 20％

【特定健康診査の受診率】

32％ 40％

【健康づくり事業の参加人数】

2,394 人 2,500 人

【乳幼児健診の受診率平均】

99％ 99％

【育児不安を感じる親の割合】

12.2％ 10％

【救急告示医療機関認定数（国保病院）】

1箇所 1箇所
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基本施策の体系
《基本施策》
保健・医療の
充実

(1) 疾病の予防と健康の増進

(2) 親と子の健やかな成長の支援

《単位施策》

(3) 「産みたい」希望の実現

(4) メンタルヘルス対策の推進

(5) 地域医療の確立


